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可
観
小
哉
容
五

遊
候
。
伊
豆
守
殿
へ
被
仰
付
、
御
徒
・
小
従
人
頭
不
惑
建
し
、
組
々
の

者
も
遣
し
鵠
見
候
様
陪
と
被
仰
付
候
。
奉
長
候
と
て
制
蹴
一
群
れ
一
一
川
哨
・
一
選
出

い
た
さ
れ
さ
ま
、
御
徒
頭
・
御
小
従
人
頭
御
用
候
閥
、
私
宅
へ
可
被
参

と
申
遁
蹄
ら
れ
候
。
各
彼
宅
へ
参
り
庚
閑
へ
遁
ら
れ
候
。
豆
州
被
出
、

各
今
日
大
儀
陀
候
。
御
用
僕
問
、
被
相
待
候
様
に
と
の
事
に
て
引
込

被
申
候
。
其
後
料
理
の
問
へ
呼
入
ら
れ
候
。
夜
食
の
認
と
見
え
候
。
何

も
肉
あ
た
り
可
申
候
問
先
づ
支
度
候
へ
。
我
等
も
相
伴
可
申
と
被
申

候
内
、
夜
半
過
に
も
罷
成
候
。
共
内
料
理
出
来
に
て
」
・
一
十
人
許
の
衆

へ
‘
念
度
い
た
し
た
る
料
理
出
申
候
。
食
の
内
豆
州
の
脇
へ
右
筆
を

よ
び
置
、
何
や
ら
ん
好
で
か
L
せ
ら
る
。
一
通
々
々
調
候
て
は
叉
拘

を
も
仕
り
、
文
好
を
承
調
候
陀
付
段
々
・
夜
も
ふ
け
申
候
。
御
用
の
筋

も
皆
々
存
属
被
申
健
故
、
早
速
可
被
申
渡
事
成
に
不
審
也
。
御
機
嫌

も
惑
敷
事
に
候
問
、
少
も
は
や
く
罷
越
噂
申
度
も
の
た
ど
弘
、
小
援

に
申
族
も
あ
り
ブ
よ
ほ

E
不
快
に
存
候
方
も
有
之
候
。
漸
七
つ
頃
に

も
成
候
て
‘
右
調
申
紙
面
を
一
通
々
々
被
渡
。
回
定
は
何
成
ぞ
と
存
じ

見
候
へ
ぽ
、
縫
は
何
方
よ
り
何
方
を
限
、
叉
縫
は
何
方
よ
り
何
方
を

限
、
帯
可
申
由
寄
付
候
紙
面
也
。
此
通
り
皆
々
御
騰
帯
出
し
可
申
由

被
申
越
候
。
は
や
り
過
た
る
人
々
は
、
不
入
事
に
隙
を
取
り
遁
〈
成
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O

申
と
存
宇
る
顔
色
に
で
‘
そ
れ
よ
り
専
に
参
ら
れ
候
。
扱
夜
明
豆
州

登
城
候
底
、
御
鷹
は
夜
明
候
と
御
鷹
部
舎
の
屋
根
へ
来
候
に
付
、
そ

の
健
居
あ
げ
申
候
。
此
事
豆
州
問
て
、
さ
ら
ば
噂
に
参
申
面
々
へ
案

内
せ
よ
と

τ、
右
の
何
方
よ
り
何
方
と
申
境
を
考
へ
、
是
よ
り
是
迄

の
内
に
可
罷
在
候
問
、
御
鷹
は
参
候
僚
罷
蹄
被
申
候
様
に
と
て
、
人

を
や
ら
れ
け
れ
ば
、
各
無
程
専
合
蹄
り
被
申
候
。
扱
豆
州
の
手
分
を

い
た
し
、
所
を
定
め
被
遁
候
事
を
、
各
感
被
申
候
。
上
聞
に
も
建
し

御
感
悦
と
ぞ
。

一
、
板
倉
周
防
守
叡
感
を
蒙
る

参
内
の
面
々
従
者
罷
在
候
慮
は
、
土
問
に
て
屋
根
ば
か
り
也
。
夜
中

た
ど
末
々
の
者
、
織
に
中
り
難
儀
仕
候
儀
仙
洞
の
叡
聞
に
建
し
、
板

を
張
候
様
に
と
の
勅
穏
に
て
、
共
遇
修
理
職
よ
り
申
付
候
。
此
儀
板

倉
周
防
守
殿
見
被
申
候
て
、
扱
h
m

気
の
毒
笑
止
成
事
出
来
申
と
て
、
苦

努
に
被
存
。
其
後
と
か
く
何
の
事
も
不
申
、
打
は
ら
ひ
参
候
様
に
と

被
申
付
、
英
語
仕
候
。
此
事
叡
開
花
遣
し
大
に
逆
鱗
也
。
如
何
の
儀
に

如
此
は
仕
候
哉
。
所
司
代
の
事
故
共
事
を
可
承
候
底
、
不
申
聞
故
左

様
に
は
い
た
し
候
や
。
上
を
か
ろ
し
め
申
仕
形
、
共
仔
細
承
厨
候
様

に
と
の
御
事
也
。
周
防
守
承
り
、
兎
角
勅
答
可
申
上
様
無
御
座
倹
問
、

周
防
守
は
飢
必
仕
候
と
可
被
仰
上
候
。
共
に
て
梼
可
申
と
被
申
候
。

御
使
行
賞
り
、
貨
に
飢
心
と
も
不
見
候
に
、
左
様
に
は
難
申
上
事
也
。

存
寄
を
く
は
し
く
承
度
と
、
推
返
し
被
申
候
へ

E
も
、
兎
角
の
事
は

な
く
右
の
遁
に
付
、
さ
あ
ら
ぽ
勅
答
に
は
右
の
趨
可
申
上
。
何
と
も

仔
細
の
た
き
事
は
あ
る
ま
じ
く
候
閑
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共
越
を
我
等
迄
聞
せ
被
申
候

へ
と
、
建
て
被
申
候
に
付
、
さ
あ
ら
ば
御
自
分
迄
御
酬
明
申
入
候
。
今

度
従
者
下
人
の
屯
の
所
に
、
板
を
御
は
ら
せ
被
遊
事
、
上
を
不
恐
事

と
奉
存
候
に
付
、
如
此
申
付
候
。
其
故
は
殿
上
を
ゆ
る
さ
れ
申
面
々

は
格
別
、
昇
殿
不
仕
者
は
庭
上
陀
て
物
を
敷
罷
在
候
。
共
よ
り
末
は

禁
裡
と
て
非
常
を
戒
め
、
入
申
事
不
罷
成
。
前
職
永
井
信
濃
守
は
拾

八
高
石
領
し
、
大
名
に
候
へ
ど
も
庭
上
に
敷
皮
に
て
坐
申
候
。
然
る

に
此
度
下
人
の
罷
在
候
所
に
、
板
を
は
り
候
様
に
被
仰
付
候
事
は
、
恐

多
事
と
申
、
か
様
に
候
て
は
朝
廷
の
衰
微
と
申
も
の
と
奉
存
候
得

共
、
此
趣
建
叡
聞
候
て
も
、
給
言
如
汗
と
候
へ
ば
改
り
可
申
様
無
之

に
付
、
兎
角
を
不
申
出
、
取
除
候
様
に
申
付
候
と
被
申
候
。
御
使
も

感
入
、
共
段

-
A奏
聞
し
、
大
に
御
喜
色
に
て
、
周
防
守
は
貨
に
忠

臣
に
て
有
け
り
。
此
以
後
も
存
寄
申
事
候
は
立
、
心
を
不
置
申
上
候

様
に
と
勅
綻
也
。

可
親
小
説
巻
五
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一
、
中
根
さ
う
か
ん
一
生
笑
被
申
ざ
る
事

中
根
さ
う
か
ん
は
、
今
の
中
根
安
岐
守
先
組
也
。
此
人
御
小
姓
を
勤

め
十
四
五
歳
の
時
、
飲
廟
御
前
に
て
御
茶
を
た
て
被
申
候
庭
、
と
も

の
御
小
姓
家
、
色
々
を
か
し
き
事
の
民
似
な
ど
い
た
し
見
せ
て
、
笑

は
せ
候
様
に
い
た
し
被
申
伎
に
付
、
不
闘
笑
ひ
被
申
候
へ
ば
、
沙
汰
の

限
成
と
て
、
以
て
の
外
御
叱
被
成
候
。
是
を
迷
惑
に
奉
存
、
共
後
は
一

生
笑
不
被
申
候
。
若
し
人
に
を
か
し
き
事
被
申
侠
へ
ば
、
そ
ら
笑
い

た
さ
れ
候
。
貨
に
は
一
生
笑
ひ
不
被
申
供
。
是
を
御
見
届
被
遊
候
哉
、

猷
廟
菟
御
の
時
分
、
御
か
け
硯
の
内
へ
御
一
遇
御
入
被
選
.
鎖
を
御

島
ろ
し
鎗
を
ぼ
そ
う
か
ん
に
御
直
に
御
渡
被
遊
‘
・
御
幼
君
十
五
歳
に

御
成
、
御
仕
置
御
直
に
御
聞
被
遊
侠
時
、
此
鎗
を
上
可
申
候
。
そ
れ

迄
は
い
か
ゃ
う
の
事
候
て
も
、
此
鎗
外
の
者
へ
渡
し
申
問
敷
皆
被
仰

置
候
。
共
以
後
御
老
中
方
、
.
御
仕
置
の
儀
に
付
‘
御
先
代
の
事
考
申

儀
有
之
、
そ
れ
は
御
か
け
硯
の
内
に
有
之
と
先
申
方
有
之
。
そ
れ
に

付
御
か
け
硯
を
専
ら
れ
候
へ
ば
、
見
え
不
申
候
に
付
、
御
小
納
戸
奉

行
へ
専
ら
れ
候
へ
ば
、
成
程
御
納
戸
に
御
座
候
と
て
取
出
し
被
申

候
。
明
け
可
申
と
存
候
底
、
鎗
無
之
候
故
如
何
せ
ん
と
の
詮
議
候
へ

ば
、
鎗
は
中
根
そ
う
か
ん
方
に
御
座
候
と
の
事
故
、
夫
は
如
何
の
事

O 




